
で
な
い
非
正
規
職
員
へ
一
時

金
と
し
て
一
律
３
万
円
支
給
。

福
島
で
は
コ
ロ
ナ
関
連
補
助

金
を
入
れ
て
も
約
３
億
円
の

赤
字
決
算
見
込
み
で
し
た
が
、

「
離
職
の
一
番
の
原
因
は
賃

金
・
一
時
金
の
削
減
に
よ
る

も
の
。
若
い
世
代
が
担
う
こ

れ
か
ら
の
厚
生
連
を
魅
力
あ

る
職
場
へ
、
今
が
離
職
を
最

小
限
に
留
め
る
正
念
場
」
と

訴
え
、
特
例
で
事
業
推
進
手

当
と
し
て
０
・
１
ヶ
月
支
給

と
定
年
後
継
続
雇
用
者
に
も

一
律
１
万
円
の
支
給
と
な
り

ま
し
た
。

収
益
減

医
療
従
事
者
へ

し
わ
寄
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
か
ら
一
年
以
上
が
経

過
し
、
人
々
の
健
康
だ
け
で

な
く
、
病
院
収
益
や
医
療
従

事
者
の
賃
金
に
も
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

医
労
連
実
態
調
査
（
第
４

次
、
21
年
２
〜
３
月
）
で
は

加
盟
組
合
の
半
数
以
上
で
年

間
一
時
金
が
減
額
。
最
大
で

約
42
万
円
の
減
額
（
都
内
大

学
病
院
）
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で

責
任
感
と
使
命
感
を
も
っ
て

必
死
に
対
応
し
て
き
た
医
療

従
事
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

全
厚
労
で
は
こ
の
間
、
20

秋
闘
か
ら
何
度
と
な
く
全
厚

連
へ
要
請
し
年
間
一
時
金
で

の
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
分
を
最

後
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
強

く
訴
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た

地
域
医
療
を
担
う
人
手
確
保

の
た
め
に
は
、
医
療
・
介
護

を
希
望
あ
る
職
業
と
す
る
認

識
を
一
致
さ
せ
ま
し
た
。
今

春
闘
で
は
地
元
国
会
議
員
へ

も
、
厚
生
連
を
始
め
、
公
的

病
院
へ
の
支
援
を
求
め
要
請

（
詳
細
３
面
）。
各
県
労
働
組

合
で
は
、
厳
し
い
収
支
状
況

の
な
か
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の

賃
金
減
額
は
許
さ
な
い
姿
勢

を
貫
き
、
職
員
の
賃
金
・
労

働
条
件
を
守
っ
て
い
ま
す
。

要
求
で
特
別
手
当

勝
ち
取
る

　

国
か
ら
支
給
額
や
対
象
に

つ
い
て
医
療
機
関
の
判
断
に

任
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
交
付

金
に
つ
い
て
、
職
員
へ
充
当

す
る
よ
う
労
働
組
合
で
粘
り

強
く
要
求
。
北
海
道
で
、
年

度
末
一
時
金
と
し
て
０
・
４

ヶ
月
（
昨
年
比+

０
・
２
ヶ

月
）、
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
慰

労
金
と
し
て
特
別
手
当
10
万

円
、
ま
た
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者

等
へ
の
対
応
者
に
は
特
別
加

給
10
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
し

た
。秋
田
、富
山
、愛
知
、岐
阜
、

三
重
、
山
口
、
徳
島
、
高
知

で
も
慰
労
金
や
敢
闘
手
当
と

し
て
勝
ち
取
っ
て
き
て
い
ま

す
。
茨
城
、
静
岡
、
山
口
で

は
20
年
度
一
時
金
マ
イ
ナ
ス

分
を
確
保
。
ま
た
広
島
で
は

年
度
末
一
時
金
の
支
給
対
象

　

３
月
29
日
、
広
厚
労
広
島

支
部
の
立
ち
上
げ
の
臨
時
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
島

支
部
は
既
に
設
立
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
実
質
的
な
組
合

役
員
が
存
在
せ
ず
、
形
式
上

の
存
在
で
し
た
。Ｊ
Ａ
廣
島

総
合
病
院
に
は
、
も
と
も
と

従
業
員
組
合
が
あ
る
の
で
す

が
、
今
回
支
部
長
と
な
っ
た

職
員
が
相
談
に
行
っ
た
と
こ

ろ
経
営
側
の
よ
う
な
こ
と
を

言
わ
れ
門
前
払
い
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

支
部
長
は
以
前
よ
り
吉

田
・
尾
道
総
合
病
院
と
、
廣

島
総
合
病
院
の
看
護
師
の
処

遇
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と

疑
問
に
思
い
、
ど
う
し
た
ら

職
場
環
境
が
良
く
な
る
か
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
せ
る

か
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、
県
医
労
連
、
広
厚
労
へ

の
相
談
を
通
じ
て
、
数
名
が

広
厚
労
に
加
盟
し
広
島
支
部

の
立
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
広
島
県
厚
生
連
す

べ
て
の
病
院
で
広
厚
労
が
発

足
し
、
今
後
は
３
支
部
で
力

を
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
宣
部
・
高
本
奉
彦
）

Ｈ
Ｐ
で
は
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
が

カ
ラ
ー
で
見
れ
ま
す
！

賃
金
減
ら
す
な 

組
合
で
職
場
守
る

賃
金
減
ら
す
な 

組
合
で
職
場
守
る可愛いビラ配布で、職場と気持ちの団結

福
島
ビ
ラ
配
布
で
春
闘
ア
ピ
ー
ル

ビ
ラ
配
布
で
春
闘
ア
ピ
ー
ル

新組合立ち上げ新組合立ち上げ新組合立ち上げ

国
会
議
員
か
ら
厚
生
連
職
員
へ

国
会
議
員
か
ら
厚
生
連
職
員
へ

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

共
済
で
コ
ロ
ナ
休
業
で
も
安
心
2面

広島支部

3面

https://www.zenkouro.org/
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氏名 会派 選挙区 選挙区Ⅱ 賛同
道下　大樹 立憲 北海道1 ●
荒井　　聰 立憲 北海道3 ●
池田　真紀 立憲 （比）北海道 北海道5 ●
佐々木隆博 立憲 北海道6 ●
山岡　達丸 立憲 ( 比）北海道 北海道9 ●
神谷　　裕 立憲 （比）北海道 北海道10 ●
石川　香織 立憲 北海道11 ●
本多　平直 立憲 （比）北海道 ●
寺田　　学 立憲 （比）東北 秋田1 ●
金田　勝年 自民 秋田2 ×
緑川　貴士 立憲 （比）東北 秋田2 ●
菅家　一郎 自民 福島4 ●
小熊　慎司 立憲 （比）東北 福島4 ●
阿久津幸彦 立憲 （比）東北 ●
高橋千鶴子 共産 （比）東北 ●
西村智奈美 立憲 新潟1 △
鷲尾英一郎 自民 新潟2 ●
黒岩　宇洋 立憲 新潟3 ●
菊田真紀子 立憲 新潟4 ●
泉田　裕彦 自民 新潟5 ●
橘　慶一郎 自民 富山3 △
篠原　　孝 立憲 長野1 ●
下条　みつ 立憲 長野2 ●
後藤　茂之 自民 長野4 △
藤野　保史 共産 （比）北陸信越 ●
田所　嘉徳 自民 茨城1 △
石川　昭政 自民 茨城5 ●
浅野　　哲 国民 （比）北関東 茨城5 ●
青山　大人 立憲 （比）北関東 茨城6 ●
永岡　桂子 自民 （比）北関東 茨城7 △
塩川　鉄也 共産 （比）北関東 ●
志位　和夫 共産 （比）南関東 ●
畑野　君枝 共産 （比）南関東 神奈川10 ●
義家　弘介 自民 神奈川16 ●
宮澤　博行 自民 静岡3 ●
城内　　実 自民 静岡7 ●
日吉　雄太 立憲 （比）東海 静岡7 ●
源馬謙太郎 立憲 （比）東海 静岡8 ●
牧　　義夫 立憲 （比）東海 愛知4 ●
岡本　充功 国民 （比）東海 愛知9 ●
古本伸一郎 無・立 愛知11 ●
関　健一郎 立憲 （比）東海 愛知15 ●
本村　伸子 共産 （比）東海 ●
野田　聖子 自民 岐阜1 ×
今井　雅人 立憲 （比）東海 岐阜4 ●
中川　正春 立憲 三重2 ●
岡田　克也 立憲 三重3 ●
佐藤　公治 立憲 広島6 ●
小川　淳也 立憲 （比）四国 香川1 ●
玉木雄一郎 国民 香川2 ●
山口　俊一 自民 徳島2 ×
武内　則男 立憲 （比）四国 高知1 ●
広田　　一 立憲 高知2 ●
吉良　州司 無・立 （比）九州 大分1 ●
吉川　　元 立憲 （比）九州 大分2 ●
横光　克彦 立憲 （比）九州 大分3 ●
川内　博史 立憲 鹿児島1 ●

衆議院議員・返答議員一覧
●賛同、△選択できない、×賛同できない

　

地
元
や
議
員
会
館
で
の
懇
談
、

国
会
質
問
や
様
々
な
働
き
か
け

を
行
う
と
返
答
し
た
議
員
は
回

答
者
の
半
数
以
上
、
全
厚
労
で

は
調
整
の
つ
い
た
議
員
か
ら
順

次
、
直
接
懇
談
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

３
月
30
日
、
１
番
目
に
懇
談

し
た
篠
原
孝
議
員
（
立
憲
民
主

党
・
長
野
１
区
）
で
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
北
信
病
院
に
親
し
ん

で
い
た
と
い
う
話
か
ら
、
食
料

問
題
も
含
め
て
話
題
が
広
が
り
、

「
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
中
で
、

医
療
機
関
が
お
互
い
に
補
完
し

合
う
よ
う
な
関
係
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
稼

働
し
て
い
な
い
か
ら
病
床
を
減

ら
す
の
で
は
な
く
、
常
に
余
裕

の
あ
る
医
療
提
供
体
制
や
人
員

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
分
か
っ
た
は

ず
だ
。
今
が
流
れ
を
変
え
る
チ

ャ
ン
ス
だ
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
懇
談
し
た
旭
川

出
身
の
佐
々
木
隆
博
議
員
（
立

憲
・
北
海
道
６
区
）
と
は
、
最

初
は
秘
書
の
方
と
話
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
の
来
客
対
応
が

終
わ
り
、
本
人
と
話
す
機
会
が

得
ら
れ
、「
お
酒
と
た
ば
こ
と

健
康
」
の
話
か
ら
、
厚
生
連
病

院
の
役
割
に
話
が
発
展
し
、
農

民
出
身
の
た
め
、
農
協
法
の
固

定
比
率
規
制
の
話
題
に
な
っ
た

時
に
は
、
俄
然
と
目
を
輝
か
せ

て
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
働
き

か
け
を
し
て
い
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
懇
談
し
た
武
内
則

男
議
員
（
立
憲
・
比
例
四
国
）は
、

高
知
市
役
所
出
身
で
、
地
方
自

治
体
財
政
や
交
付
税
の
問
題
に

つ
い
て
詳
し
く
、
医
療
機
関
に

対
す
る
補
助
金
問
題
で
深
く
突

っ
込
ん
だ
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
武
内
議
員
か
ら
は

こ
こ
数
年
の
総
務
省
の
公
的
病

院
へ
の
対
応
や
方
針
に
つ
い
て

確
認
す
る
旨
の
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

与
党
で
最
初
に
賛
同
、
懇
談

に
応
じ
て
頂
い
た
宮
澤
博
行
議

員
（
自
由
民
主
党
・
静
岡
３
区
）

は
、
自
民
党
議
連
の
「
農
民
の

健
康
を
創
る
会
」
会
員
で
、
こ

ち
ら
か
ら
の
説
明
に
「
創
る
会

の
北
海
道
選
出
議
員
と
話
し
て

い
て
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
が
、

全
国
の
厚
生
連
病
院
の
違
い
が

良
く
分
か
っ
た
。
目
標
は
一
致

し
て
い
る
。
今
後
と
も
情
報
提

供
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

政
府
や
党
の
役
職
に
つ
い
て

い
て
賛
同
は
出
来
な
い
が
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
た
議
員

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
橘
慶
一
郎

議
員
（
自
民
党
・
富
山
３
区
）

か
ら
は
、「
党
総
務
部
会
長
と

し
て
医
療
機
関
に
対
し
て
必
要

な
公
的
補
償
等
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
あ
え
て
賛
同
す
る
立
場

に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
な
が

ら
も
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
、
後
日
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

お
礼
を
返
し
た
と
こ
ろ
、
現
地

秘
書
の
方
か
ら
丁
寧
な
電
話
を

頂
き
、
日
頃
よ
り
厚
生
連
高
岡

病
院
へ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、

「
地
元
で
困
っ
た
こ
と
、
政
策

で
の
不
十
分
な
点
が
あ
れ
ば
、

要
望
を
受
け
て
い
き
た
い
」
と

の
話
を
さ
れ
、
今
後
と
も
情
報

交
流
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

各
議
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
紙
面
で
紹
介
す
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　
全
厚
労
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
医
療
を
支
え
る
厚
生
連
医
療
を
守
る
に
は
、
国
や
自
治
体
に

よ
る
公
的
支
援
が
必
要
だ
と
、
厚
生
連
病
院
の
あ
る
地
域
選
出
の
国
会
議
員
に
独
自
の
要
請
運

動
を
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
衆
議
院
小
選
挙
区
と
比
例
選
出
の
計
１
４
４
名
に
要
請
書
を
送

付
。４
月
15
日
現
在
、57
名
か
ら
返
答
が
あ
り
、49
名
の
賛
同
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
頂
き
ま
し
た
。

国会議員からの
激励・賛同
メッセージは
こちらから

地域医療の要です地域医療の要です地域医療の要です

要
支
援
の
一
致
点
を
確
認

要
支
援
の
一
致
点
を
確
認

厚生連病院は厚生連病院は

全農協労連と共同行動

JA全中へ支援求めるJA全中へ支援求めるJA全中へ支援求める

図
検査室で貼り出された月末書類不備リスト
実際にはアルファベットには実名が記載されていた

左から岡部・中村・大塚さん（新築の相模原病院前で）

与
野
党
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
と
様
々
な
分
野
・
話
題
で
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

長野・篠原孝議員とポスター前で.

北海道・佐々木隆博議員と懇談

静岡・宮澤博行議員（創る会）と

高知・武内則男議員と懇談

JA全中要請で発言する岩本委員長（モニター内）

【掛金】（2021年7月分掛金から）
①医療共済の掛金を100円から130円
に変更します。組織一律は据え置
きます。

【給付】（2021年7月以降の事由対象）
②65才～ 69才の医療共済（個人・
組織一律）給付率を70％から60％
に変更します。
③休業給付(個人共済・組織一律)の
限度日数を１共済期間100日とし
ます。
④診断書の提出基準を休業８日以上
に変更します。医労連共済所定の
診断書(本書)を提出には１共済期
間１人１回5千円を補助します。
⑤組織一律生命共済について、80才
以上の保障は死亡見舞金（一口１
千円）のみとします。

【給付】（2021年7月以降新規加入・
増口分対象）

⑥指定疾病、罹患傷病をお持ちで加
入される方の給付率を見直します。
詳細は新しく発行した共済パンフ
レットでご確認下さい。

制度改定のお知らせ
2021年７月実施

パ
ワ
ハ
ラ
と

労
基
法
違
反
を
追
及

　

伊
勢
原
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
と

は
、
約
８
年
前
に
異
動
し
て
き

た
伊
勢
原
協
同
病
院
検
査
室
の

検
体
系
の
Ａ
次
長
（
す
ぐ
に
主

任
、
さ
ら
に
次
長
へ
と
飛
び
級

的
昇
格
）
に
よ
る
長
年
の
パ
ワ

ハ
ラ
と
法
違
反
で
す
。
図
の
書

類
不
備
リ
ス
ト
は
Ａ
次
長
が
作

成
し
た
減
点
表
で
職
場
へ
掲
示

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
職
員

ロ
ッ
カ
ー
の
施
錠
を
忘
れ
た
職

員
に
対
し
掃
除
当
番
の
強
要
や
、

ロ
ッ
カ
ー
を
取
り
上
げ
、
代
わ

り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
を

与
え
て
い
た
な
ど
職
場
環
境
が

著
し
く
悪
化
。
退
職
や
異
動
に

追
い
や
ら
れ
た
人
が
複
数
に
の

ぼ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、Ａ
次

長
が
室
長
に
昇
格
す
る
可
能
性

が
危
惧
さ
れ
、
パ
ワ
ハ
ラ
行
為

の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
や
、
ス
タ
ッ
フ

た
ち
の
今
以
上
の
委
縮
が
想
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

神
厚
労
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
法

違
反
を
立
証
す
る
た
め
に
、
半

年
以
上
か
け
て
準
備
。
中
村
書

記
長
が
保
存
し
て
い
た
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
議
事
録
や
勤
務
表
、
歴

代
の
検
査
室
を
め
ぐ
る
改
善
の

取
り
組
み
記
録
な
ど
の
資
料
を

分
析
し
、
94
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

10
項
目
の
要
求
・
立
証
文
書
を

作
成
し
２
月
の
団
交
で
３
時
間

に
わ
た
っ
て
説
明
。
伊
勢
原
の

事
務
長
か
ら
は
、「
そ
ん
な
こ

と
に
ま
で
な
っ
て
い
る
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。（
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
）申
し
わ
け
な
く
思
う
」

と
の
誠
実
に
受
け
止
め
る
趣
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

重
点
要
求
解
決
へ

職
場
は
大
歓
迎

　

次
回
団
交
で
は
、
ま
ず
振
替

休
日
と
年
休
が
０
・
５
日
ず
つ

に
分
割
さ
れ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
法
違
反
問
題
に
つ
い
て
、
会

側
は
そ
の
実
態
が
あ
っ
た
と
し
、

「
２
月
後
半
作
成
の
勤
務
表
か

ら
直
ち
に
改
善
に
取
り
か
か
る

よ
う
指
示
し
た
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

年
休
の
半
日
及
び
時
間
単
位

取
得
は
法
律
で
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
労
働
者
本
人
の

希
望
に
よ
る
こ
と
が
前

提
で
す
。
振
替
休
日
に

つ
い
て
は
、
半
日
に
分

割
す
る
こ
と
は
、
就
業

規
則
か
ら
も
、
労
基
法

か
ら
も
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。Ａ
次
長
は
２
年
半

に
わ
た
っ
て
年
休
と
振
休
の
半

日
取
得
を
職
員
へ
強
要
し
た
こ

と
で
、
事
実
上
違
法
行
為
を
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
側
も
、
年
休
に
つ
い
て
、

「
本
人
が
望
ま
な
い
の
に
半
日

取
得
が
常
態
化
し
て
い
る
と
す

る
な
ら
問
題
だ
。
法
違
反
に
な

る
こ
と
は
論
外
」、「
総
務
も
そ

う
い
う
指
示
は
し
て
い
な
い
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
組
合
要

求
は
、「
Ａ
次
長
の
パ
ワ
ハ
ラ

に
よ
っ
て
職
場
環
境
は
著
し
く

悪
化
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
同
次

長
を
伊
勢
原
の
検
査
室
か
ら
遠

ざ
け
、
他
施
設
に
お
い
て
様
子

観
察
す
る
措
置
を
取
る
こ
と
」

で
し
た
。
会
側
は
、
異
動
に
つ

い
て
は
、
人
を
い
ろ
い
ろ
動
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
難
色
を
示
し
ま
し
た
が
、
３

度
目
の
団
交
に
お
い
て
、「
次

長
の
異
動
の
内
示
を
出
し
た
の

で
解
決
さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ

た
」
と
回
答
、
４
月
１
日
に
正

式
な
辞
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
重
要
に
掲
げ
た
要
求
項
目

の
２
つ
は
、
基
本
的
に
解
決
さ

れ
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は
今
回

の
パ
ワ
ハ
ラ
と
労
基
法
違
反
改

善
は
大
き
く
歓
迎
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
再
発
防
止
に
向
け
、

何
を
パ
ワ
ハ
ラ
認
定
し
注
意
し

た
の
か
を
書
面
で
確
認
す
る
こ

と
、
こ
れ
ま
で
の
半
振
休
・
半

年
休
法
違
反
の
割
増
賃
金
額
の

提
示
を
次
回
団
交
ま
で
に
求
め

て
い
ま
す
。

　
４
月
５
日
、
２
０
２
１
年
１
月
に
新
設
移
転
し
た
相
模
原
協
同
病
院
の
い
く
つ
か
の
職

場
へ
神
厚
労
大
塚
委
員
長
と
岡
部
書
記
次
長
、伊
勢
原
支
部
の
中
村
書
記
長
（
検
査
室
勤
務
）、

全
厚
労
岡
野
書
記
次
長
の
４
名
で
訪
問
。
相
模
原
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
や
労
務
技
能
職
の
職

員
へ
、
伊
勢
原
協
同
病
院
検
査
室
で
起
き
た
こ
の
間
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
や
労
基
法
違
反
に

つ
い
て
情
報
交
換
や
資
料
・
ニ
ュ
ー
ス
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

の
猛
威
は
変
異
株
の
拡
大
も
相

ま
っ
て
第
４
波
を
生
み
出
し
、

医
療
・
介
護
現
場
で
は
今
な
お

緊
張
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
の
奮

闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
変
異
株

は
「
感
染
し
や
す
い
」、「
重
症

化
し
や
す
い
」
こ
と
に
加
え
、

「
免
疫
や
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を

低
下
さ
せ
る
可
能
性
」
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国

内
で
も
医
療
従
事
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
先
行
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
２
回
接
種
は
50
万
人
弱

（
４
月
９
日
時
点
）
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
の
発
症
予
防
は
95

％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

感
染
予
防
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス

は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
「
医
労
連
共
済
」
は
み
ん
な

で
つ
く
る
助
け
あ
い
の
制
度
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
入
院
・

休
業
に
も
手
厚
く
給
付
が
行
わ

れ
ま
す
。
５
月
20
日
ま
で
の
継

続
手
続
き
期
間
が
唯
一
の
「
型

上
げ
」
受
付
で
す
。
今
回
生
命

共
済
の
重
視
を
呼
び
か
け
る
の

は
死
亡
に
備
え
る
た
め
だ
け
で

は
な
く
、「
不
慮
の
事
故
」
と

し
て
入
院
で
の
「
給
付
加
算
」

が
あ
る
た
め
で
す
。
こ
の
機
会

に
コ
ロ
ナ
禍
に
必
要
な
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

生
命
共
済
で

入
院
給
付
が
加
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
指
定
感
染
症

に
あ
た
る
た
め
、
医
労
連
共
済

で
は
「
不
慮
の
事
故
」
と
し
て

給
付
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

表
１
は
、
多
く
の
方
が
加
入

し
て
い
る
「
セ
ッ
ト
７
型
＋
医

療
16
口
」で
の
、「
病
気
・
ケ
ガ
」

に
よ
る
給
付
と
、「
新
型
コ
ロ

ナ
（
指
定
感
染
症
）」
に
よ
る

給
付
額
の
例
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
場
合
入
院
で
は
不
慮
の
事

故
扱
い
と
な
り
事
故
入
金
給
付

１
千
円
加
算
、
死
亡
で
も
事
故

死
亡
給
付
の
扱
い
と
な
り
２
０

０
万
円
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

　

表
２
は
今
年
１
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
入
院
13
日
・
休
業

８
日
で
43
万
円
の
給
付
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
で
す
。
表
１
と
同
様

の
セ
ッ
ト
７
型
＋
医
療
16
口
で

は
18
万
３
千
円
の
給
付
と
な
り

ま
す
。
こ
の
給
付
金
の
差
は
、

生
命
共
済
の
口
数
の
違
い
か
ら

き
た
も
の
で
す
。
生
命
共
済
の

事
故
入
院
給
付
は
入
院
１
日
に

つ
き
一
口
１
０
０
円
の
給
付
が

あ
る
た
め
、
セ
ッ
ト
７
型
（
生

命
10
口
）
で
は
１
日
千
円
。
セ

ッ
ト
１
型
（
生
命
２
０
０
口
）

で
は
１
日
２
万
円
が
医
療
共
済

の
入
院
給
付
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

型
上
げ
は

継
続
手
続
中
に

　

医
労
連
共
済
の
継
続
手
続
き

は
５
月
20
日
ま
で
で
す
。
セ
ッ

ト
共
済
の
型
上
げ
は
継
続
手
続

き
の
み
で
の
受
付
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
で
の
給
付
は
型
式
で
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
年
は
特

に
型
上
げ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
健
康
告
知
に
該
当
さ
れ
る
方

は
型
上
げ
で
き
ま
せ
ん
）

　

４
月
９
日
、
全
農
協
労
連
主
催
の
Ｊ

Ａ
全
中
要
請
行
動
が
行
わ
れ
、
全
厚
労

か
ら
も
岩
本
委
員
長
他
、
教
宣
部
員
３

名
が
参
加
し
て
、
厚
生
連
関
連
の
要
求

を
発
言
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
参
加
の
き
っ
か
け
は
、
３

月
に
全
厚
労
四
役
と
全
農
協
労
連
役
員

で
懇
談
を
行
い
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
労

働
組
合
と
し
て
、
共
同
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ

う
と
確
認
し
た
こ
と
で
す
。

例
年
の
要
請
内
容
に
「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
厚

生
連
医
療
を
支
援
し
、
社

会
医
療
法
人
化
を
さ
せ
な

い
こ
と
」
を
加
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

岩
本
委
員
長
は
、
こ
の

10
数
年
で
厚
生
連
発
祥
の
地
に
あ
っ
た

島
根
・
石
西
厚
生
連
の
破
綻
や
栃
木
、

埼
玉
の
解
散
、
広
島
・
府
中
病
院
の
統

廃
合
で
、
地
域
医
療
が
後
退
し
て
き
た

実
態
な
ど
を
伝
え
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
支
え
て
欲
し
い
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
Ｊ
Ａ
全
中
・
総
務
企
画
部

の
一
箭
（
い
ち
や
）
次
長
は
、「
厚
生

連
病
院
の
課
題
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
し
っ
か
り
と
検
討
し
ま
す
」
と
回

答
さ
れ
ま
し
た
。

２つの重点要求解決へ

新型コロナにも手厚く給付新型コロナにも手厚く給付新型コロナにも手厚く給付
セット共済型上げがおすすめ

神厚労
検査室パワハラ問題

医労連
共済

政府・自治体が医療機関に対して必要な公的補償を早急かつ具体的に行え
るように諸制度・政策を整えること。
①コロナ支援だけでなく、減収補填などを行うこと。緊急包括支援金のス
ムーズな執行及び拡大。②災害や感染症対応が可能な余裕のある体制で病院
運営が成り立つような診療報酬制度の確立。③公的医療機関に対して、普通
交付税や特別交付税の増額や特別交付税の10割給付（現行8割）の復活、
交付要件の見直し。

◆Ｑ＆Ａで学ぶ労働基準法は、
　紙面の都合でお休み致します。

（要請内容・概要）

 入院 1万円 入院 1万円1千円
 休業 5千円 休業 5千円
 死亡 100万円 死亡 200万円

 後遺 100万～ 後遺 200万～
 障害 4万円 障害 8万円

表１
「セット７型＋医療16口」の給付例

※休業は連続５日以上

病気・ケガ  新型コロナ

表２
セット7型と1型での生命共済口数で大きく給付が変わる

 生命共済事故入院給付 １万３千円 26万円
 医療共済休業給付 ４万円 ４万円
 医療共済入院給付 13万円 13万円
 計 18万３千円 43万円

新型コロナによる入院13日・休業8日の場合

セット7型＋
医療16口

セット１型＋
医療10口

（3） 2021年４月20日 第489号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年４月20日 第489号全 厚 労 ニ ュ ー ス



氏名 会派 選挙区 選挙区Ⅱ 賛同
道下　大樹 立憲 北海道1 ●
荒井　　聰 立憲 北海道3 ●
池田　真紀 立憲 （比）北海道 北海道5 ●
佐々木隆博 立憲 北海道6 ●
山岡　達丸 立憲 ( 比）北海道 北海道9 ●
神谷　　裕 立憲 （比）北海道 北海道10 ●
石川　香織 立憲 北海道11 ●
本多　平直 立憲 （比）北海道 ●
寺田　　学 立憲 （比）東北 秋田1 ●
金田　勝年 自民 秋田2 ×
緑川　貴士 立憲 （比）東北 秋田2 ●
菅家　一郎 自民 福島4 ●
小熊　慎司 立憲 （比）東北 福島4 ●
阿久津幸彦 立憲 （比）東北 ●
高橋千鶴子 共産 （比）東北 ●
西村智奈美 立憲 新潟1 △
鷲尾英一郎 自民 新潟2 ●
黒岩　宇洋 立憲 新潟3 ●
菊田真紀子 立憲 新潟4 ●
泉田　裕彦 自民 新潟5 ●
橘　慶一郎 自民 富山3 △
篠原　　孝 立憲 長野1 ●
下条　みつ 立憲 長野2 ●
後藤　茂之 自民 長野4 △
藤野　保史 共産 （比）北陸信越 ●
田所　嘉徳 自民 茨城1 △
石川　昭政 自民 茨城5 ●
浅野　　哲 国民 （比）北関東 茨城5 ●
青山　大人 立憲 （比）北関東 茨城6 ●
永岡　桂子 自民 （比）北関東 茨城7 △
塩川　鉄也 共産 （比）北関東 ●
志位　和夫 共産 （比）南関東 ●
畑野　君枝 共産 （比）南関東 神奈川10 ●
義家　弘介 自民 神奈川16 ●
宮澤　博行 自民 静岡3 ●
城内　　実 自民 静岡7 ●
日吉　雄太 立憲 （比）東海 静岡7 ●
源馬謙太郎 立憲 （比）東海 静岡8 ●
牧　　義夫 立憲 （比）東海 愛知4 ●
岡本　充功 国民 （比）東海 愛知9 ●
古本伸一郎 無・立 愛知11 ●
関　健一郎 立憲 （比）東海 愛知15 ●
本村　伸子 共産 （比）東海 ●
野田　聖子 自民 岐阜1 ×
今井　雅人 立憲 （比）東海 岐阜4 ●
中川　正春 立憲 三重2 ●
岡田　克也 立憲 三重3 ●
佐藤　公治 立憲 広島6 ●
小川　淳也 立憲 （比）四国 香川1 ●
玉木雄一郎 国民 香川2 ●
山口　俊一 自民 徳島2 ×
武内　則男 立憲 （比）四国 高知1 ●
広田　　一 立憲 高知2 ●
吉良　州司 無・立 （比）九州 大分1 ●
吉川　　元 立憲 （比）九州 大分2 ●
横光　克彦 立憲 （比）九州 大分3 ●
川内　博史 立憲 鹿児島1 ●

衆議院議員・返答議員一覧
●賛同、△選択できない、×賛同できない

　

地
元
や
議
員
会
館
で
の
懇
談
、

国
会
質
問
や
様
々
な
働
き
か
け

を
行
う
と
返
答
し
た
議
員
は
回

答
者
の
半
数
以
上
、
全
厚
労
で

は
調
整
の
つ
い
た
議
員
か
ら
順

次
、
直
接
懇
談
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

３
月
30
日
、
１
番
目
に
懇
談

し
た
篠
原
孝
議
員
（
立
憲
民
主

党
・
長
野
１
区
）
で
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
北
信
病
院
に
親
し
ん

で
い
た
と
い
う
話
か
ら
、
食
料

問
題
も
含
め
て
話
題
が
広
が
り
、

「
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
中
で
、

医
療
機
関
が
お
互
い
に
補
完
し

合
う
よ
う
な
関
係
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。
稼

働
し
て
い
な
い
か
ら
病
床
を
減

ら
す
の
で
は
な
く
、
常
に
余
裕

の
あ
る
医
療
提
供
体
制
や
人
員

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
分
か
っ
た
は

ず
だ
。
今
が
流
れ
を
変
え
る
チ

ャ
ン
ス
だ
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
懇
談
し
た
旭
川

出
身
の
佐
々
木
隆
博
議
員
（
立

憲
・
北
海
道
６
区
）
と
は
、
最

初
は
秘
書
の
方
と
話
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
の
来
客
対
応
が

終
わ
り
、
本
人
と
話
す
機
会
が

得
ら
れ
、「
お
酒
と
た
ば
こ
と

健
康
」
の
話
か
ら
、
厚
生
連
病

院
の
役
割
に
話
が
発
展
し
、
農

民
出
身
の
た
め
、
農
協
法
の
固

定
比
率
規
制
の
話
題
に
な
っ
た

時
に
は
、
俄
然
と
目
を
輝
か
せ

て
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
働
き

か
け
を
し
て
い
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
懇
談
し
た
武
内
則

男
議
員
（
立
憲
・
比
例
四
国
）は
、

高
知
市
役
所
出
身
で
、
地
方
自

治
体
財
政
や
交
付
税
の
問
題
に

つ
い
て
詳
し
く
、
医
療
機
関
に

対
す
る
補
助
金
問
題
で
深
く
突

っ
込
ん
だ
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
武
内
議
員
か
ら
は

こ
こ
数
年
の
総
務
省
の
公
的
病

院
へ
の
対
応
や
方
針
に
つ
い
て

確
認
す
る
旨
の
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

与
党
で
最
初
に
賛
同
、
懇
談

に
応
じ
て
頂
い
た
宮
澤
博
行
議

員
（
自
由
民
主
党
・
静
岡
３
区
）

は
、
自
民
党
議
連
の
「
農
民
の

健
康
を
創
る
会
」
会
員
で
、
こ

ち
ら
か
ら
の
説
明
に
「
創
る
会

の
北
海
道
選
出
議
員
と
話
し
て

い
て
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
が
、

全
国
の
厚
生
連
病
院
の
違
い
が

良
く
分
か
っ
た
。
目
標
は
一
致

し
て
い
る
。
今
後
と
も
情
報
提

供
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

政
府
や
党
の
役
職
に
つ
い
て

い
て
賛
同
は
出
来
な
い
が
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
た
議
員

も
お
ら
れ
ま
し
た
。
橘
慶
一
郎

議
員
（
自
民
党
・
富
山
３
区
）

か
ら
は
、「
党
総
務
部
会
長
と

し
て
医
療
機
関
に
対
し
て
必
要

な
公
的
補
償
等
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
あ
え
て
賛
同
す
る
立
場

に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
な
が

ら
も
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
、
後
日
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

お
礼
を
返
し
た
と
こ
ろ
、
現
地

秘
書
の
方
か
ら
丁
寧
な
電
話
を

頂
き
、
日
頃
よ
り
厚
生
連
高
岡

病
院
へ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、

「
地
元
で
困
っ
た
こ
と
、
政
策

で
の
不
十
分
な
点
が
あ
れ
ば
、

要
望
を
受
け
て
い
き
た
い
」
と

の
話
を
さ
れ
、
今
後
と
も
情
報

交
流
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

各
議
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
紙
面
で
紹
介
す
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　
全
厚
労
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
医
療
を
支
え
る
厚
生
連
医
療
を
守
る
に
は
、
国
や
自
治
体
に

よ
る
公
的
支
援
が
必
要
だ
と
、
厚
生
連
病
院
の
あ
る
地
域
選
出
の
国
会
議
員
に
独
自
の
要
請
運

動
を
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
衆
議
院
小
選
挙
区
と
比
例
選
出
の
計
１
４
４
名
に
要
請
書
を
送

付
。４
月
15
日
現
在
、57
名
か
ら
返
答
が
あ
り
、49
名
の
賛
同
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
頂
き
ま
し
た
。

国会議員からの
激励・賛同
メッセージは
こちらから

地域医療の要です地域医療の要です地域医療の要です

要
支
援
の
一
致
点
を
確
認

要
支
援
の
一
致
点
を
確
認

厚生連病院は厚生連病院は

全農協労連と共同行動

JA全中へ支援求めるJA全中へ支援求めるJA全中へ支援求める

図
検査室で貼り出された月末書類不備リスト
実際にはアルファベットには実名が記載されていた

左から岡部・中村・大塚さん（新築の相模原病院前で）

与
野
党
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
と
様
々
な
分
野
・
話
題
で
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

長野・篠原孝議員とポスター前で.

北海道・佐々木隆博議員と懇談

静岡・宮澤博行議員（創る会）と

高知・武内則男議員と懇談

JA全中要請で発言する岩本委員長（モニター内）

【掛金】（2021年7月分掛金から）
①医療共済の掛金を100円から130円
に変更します。組織一律は据え置
きます。

【給付】（2021年7月以降の事由対象）
②65才～ 69才の医療共済（個人・
組織一律）給付率を70％から60％
に変更します。
③休業給付(個人共済・組織一律)の
限度日数を１共済期間100日とし
ます。
④診断書の提出基準を休業８日以上
に変更します。医労連共済所定の
診断書(本書)を提出には１共済期
間１人１回5千円を補助します。
⑤組織一律生命共済について、80才
以上の保障は死亡見舞金（一口１
千円）のみとします。

【給付】（2021年7月以降新規加入・
増口分対象）

⑥指定疾病、罹患傷病をお持ちで加
入される方の給付率を見直します。
詳細は新しく発行した共済パンフ
レットでご確認下さい。

制度改定のお知らせ
2021年７月実施

パ
ワ
ハ
ラ
と

労
基
法
違
反
を
追
及

　

伊
勢
原
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
と

は
、
約
８
年
前
に
異
動
し
て
き

た
伊
勢
原
協
同
病
院
検
査
室
の

検
体
系
の
Ａ
次
長
（
す
ぐ
に
主

任
、
さ
ら
に
次
長
へ
と
飛
び
級

的
昇
格
）
に
よ
る
長
年
の
パ
ワ

ハ
ラ
と
法
違
反
で
す
。
図
の
書

類
不
備
リ
ス
ト
は
Ａ
次
長
が
作

成
し
た
減
点
表
で
職
場
へ
掲
示

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
職
員

ロ
ッ
カ
ー
の
施
錠
を
忘
れ
た
職

員
に
対
し
掃
除
当
番
の
強
要
や
、

ロ
ッ
カ
ー
を
取
り
上
げ
、
代
わ

り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
を

与
え
て
い
た
な
ど
職
場
環
境
が

著
し
く
悪
化
。
退
職
や
異
動
に

追
い
や
ら
れ
た
人
が
複
数
に
の

ぼ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、Ａ
次

長
が
室
長
に
昇
格
す
る
可
能
性

が
危
惧
さ
れ
、
パ
ワ
ハ
ラ
行
為

の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
や
、
ス
タ
ッ
フ

た
ち
の
今
以
上
の
委
縮
が
想
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

神
厚
労
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
法

違
反
を
立
証
す
る
た
め
に
、
半

年
以
上
か
け
て
準
備
。
中
村
書

記
長
が
保
存
し
て
い
た
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
議
事
録
や
勤
務
表
、
歴

代
の
検
査
室
を
め
ぐ
る
改
善
の

取
り
組
み
記
録
な
ど
の
資
料
を

分
析
し
、
94
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

10
項
目
の
要
求
・
立
証
文
書
を

作
成
し
２
月
の
団
交
で
３
時
間

に
わ
た
っ
て
説
明
。
伊
勢
原
の

事
務
長
か
ら
は
、「
そ
ん
な
こ

と
に
ま
で
な
っ
て
い
る
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。（
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
）申
し
わ
け
な
く
思
う
」

と
の
誠
実
に
受
け
止
め
る
趣
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

重
点
要
求
解
決
へ

職
場
は
大
歓
迎

　

次
回
団
交
で
は
、
ま
ず
振
替

休
日
と
年
休
が
０
・
５
日
ず
つ

に
分
割
さ
れ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
法
違
反
問
題
に
つ
い
て
、
会

側
は
そ
の
実
態
が
あ
っ
た
と
し
、

「
２
月
後
半
作
成
の
勤
務
表
か

ら
直
ち
に
改
善
に
取
り
か
か
る

よ
う
指
示
し
た
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

年
休
の
半
日
及
び
時
間
単
位

取
得
は
法
律
で
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
労
働
者
本
人
の

希
望
に
よ
る
こ
と
が
前

提
で
す
。
振
替
休
日
に

つ
い
て
は
、
半
日
に
分

割
す
る
こ
と
は
、
就
業

規
則
か
ら
も
、
労
基
法

か
ら
も
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。Ａ
次
長
は
２
年
半

に
わ
た
っ
て
年
休
と
振
休
の
半

日
取
得
を
職
員
へ
強
要
し
た
こ

と
で
、
事
実
上
違
法
行
為
を
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
側
も
、
年
休
に
つ
い
て
、

「
本
人
が
望
ま
な
い
の
に
半
日

取
得
が
常
態
化
し
て
い
る
と
す

る
な
ら
問
題
だ
。
法
違
反
に
な

る
こ
と
は
論
外
」、「
総
務
も
そ

う
い
う
指
示
は
し
て
い
な
い
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
組
合
要

求
は
、「
Ａ
次
長
の
パ
ワ
ハ
ラ

に
よ
っ
て
職
場
環
境
は
著
し
く

悪
化
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
同
次

長
を
伊
勢
原
の
検
査
室
か
ら
遠

ざ
け
、
他
施
設
に
お
い
て
様
子

観
察
す
る
措
置
を
取
る
こ
と
」

で
し
た
。
会
側
は
、
異
動
に
つ

い
て
は
、
人
を
い
ろ
い
ろ
動
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
難
色
を
示
し
ま
し
た
が
、
３

度
目
の
団
交
に
お
い
て
、「
次

長
の
異
動
の
内
示
を
出
し
た
の

で
解
決
さ
れ
る
見
通
し
に
な
っ

た
」
と
回
答
、
４
月
１
日
に
正

式
な
辞
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
重
要
に
掲
げ
た
要
求
項
目

の
２
つ
は
、
基
本
的
に
解
決
さ

れ
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は
今
回

の
パ
ワ
ハ
ラ
と
労
基
法
違
反
改

善
は
大
き
く
歓
迎
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
再
発
防
止
に
向
け
、

何
を
パ
ワ
ハ
ラ
認
定
し
注
意
し

た
の
か
を
書
面
で
確
認
す
る
こ

と
、
こ
れ
ま
で
の
半
振
休
・
半

年
休
法
違
反
の
割
増
賃
金
額
の

提
示
を
次
回
団
交
ま
で
に
求
め

て
い
ま
す
。

　
４
月
５
日
、
２
０
２
１
年
１
月
に
新
設
移
転
し
た
相
模
原
協
同
病
院
の
い
く
つ
か
の
職

場
へ
神
厚
労
大
塚
委
員
長
と
岡
部
書
記
次
長
、伊
勢
原
支
部
の
中
村
書
記
長
（
検
査
室
勤
務
）、

全
厚
労
岡
野
書
記
次
長
の
４
名
で
訪
問
。
相
模
原
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
や
労
務
技
能
職
の
職

員
へ
、
伊
勢
原
協
同
病
院
検
査
室
で
起
き
た
こ
の
間
の
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
や
労
基
法
違
反
に

つ
い
て
情
報
交
換
や
資
料
・
ニ
ュ
ー
ス
の
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

の
猛
威
は
変
異
株
の
拡
大
も
相

ま
っ
て
第
４
波
を
生
み
出
し
、

医
療
・
介
護
現
場
で
は
今
な
お

緊
張
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
の
奮

闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
変
異
株

は
「
感
染
し
や
す
い
」、「
重
症

化
し
や
す
い
」
こ
と
に
加
え
、

「
免
疫
や
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を

低
下
さ
せ
る
可
能
性
」
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国

内
で
も
医
療
従
事
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
先
行
接
種
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
２
回
接
種
は
50
万
人
弱

（
４
月
９
日
時
点
）
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
の
発
症
予
防
は
95

％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

感
染
予
防
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス

は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
「
医
労
連
共
済
」
は
み
ん
な

で
つ
く
る
助
け
あ
い
の
制
度
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
入
院
・

休
業
に
も
手
厚
く
給
付
が
行
わ

れ
ま
す
。
５
月
20
日
ま
で
の
継

続
手
続
き
期
間
が
唯
一
の
「
型

上
げ
」
受
付
で
す
。
今
回
生
命

共
済
の
重
視
を
呼
び
か
け
る
の

は
死
亡
に
備
え
る
た
め
だ
け
で

は
な
く
、「
不
慮
の
事
故
」
と

し
て
入
院
で
の
「
給
付
加
算
」

が
あ
る
た
め
で
す
。
こ
の
機
会

に
コ
ロ
ナ
禍
に
必
要
な
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

生
命
共
済
で

入
院
給
付
が
加
算

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
指
定
感
染
症

に
あ
た
る
た
め
、
医
労
連
共
済

で
は
「
不
慮
の
事
故
」
と
し
て

給
付
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

表
１
は
、
多
く
の
方
が
加
入

し
て
い
る
「
セ
ッ
ト
７
型
＋
医

療
16
口
」で
の
、「
病
気
・
ケ
ガ
」

に
よ
る
給
付
と
、「
新
型
コ
ロ

ナ
（
指
定
感
染
症
）」
に
よ
る

給
付
額
の
例
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
場
合
入
院
で
は
不
慮
の
事

故
扱
い
と
な
り
事
故
入
金
給
付

１
千
円
加
算
、
死
亡
で
も
事
故

死
亡
給
付
の
扱
い
と
な
り
２
０

０
万
円
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

　

表
２
は
今
年
１
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
入
院
13
日
・
休
業

８
日
で
43
万
円
の
給
付
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
で
す
。
表
１
と
同
様

の
セ
ッ
ト
７
型
＋
医
療
16
口
で

は
18
万
３
千
円
の
給
付
と
な
り

ま
す
。
こ
の
給
付
金
の
差
は
、

生
命
共
済
の
口
数
の
違
い
か
ら

き
た
も
の
で
す
。
生
命
共
済
の

事
故
入
院
給
付
は
入
院
１
日
に

つ
き
一
口
１
０
０
円
の
給
付
が

あ
る
た
め
、
セ
ッ
ト
７
型
（
生

命
10
口
）
で
は
１
日
千
円
。
セ

ッ
ト
１
型
（
生
命
２
０
０
口
）

で
は
１
日
２
万
円
が
医
療
共
済

の
入
院
給
付
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

型
上
げ
は

継
続
手
続
中
に

　

医
労
連
共
済
の
継
続
手
続
き

は
５
月
20
日
ま
で
で
す
。
セ
ッ

ト
共
済
の
型
上
げ
は
継
続
手
続

き
の
み
で
の
受
付
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
で
の
給
付
は
型
式
で
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
年
は
特

に
型
上
げ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
健
康
告
知
に
該
当
さ
れ
る
方

は
型
上
げ
で
き
ま
せ
ん
）

　

４
月
９
日
、
全
農
協
労
連
主
催
の
Ｊ

Ａ
全
中
要
請
行
動
が
行
わ
れ
、
全
厚
労

か
ら
も
岩
本
委
員
長
他
、
教
宣
部
員
３

名
が
参
加
し
て
、
厚
生
連
関
連
の
要
求

を
発
言
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
参
加
の
き
っ
か
け
は
、
３

月
に
全
厚
労
四
役
と
全
農
協
労
連
役
員

で
懇
談
を
行
い
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
労

働
組
合
と
し
て
、
共
同
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ

う
と
確
認
し
た
こ
と
で
す
。

例
年
の
要
請
内
容
に
「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
厚

生
連
医
療
を
支
援
し
、
社

会
医
療
法
人
化
を
さ
せ
な

い
こ
と
」
を
加
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

岩
本
委
員
長
は
、
こ
の

10
数
年
で
厚
生
連
発
祥
の
地
に
あ
っ
た

島
根
・
石
西
厚
生
連
の
破
綻
や
栃
木
、

埼
玉
の
解
散
、
広
島
・
府
中
病
院
の
統

廃
合
で
、
地
域
医
療
が
後
退
し
て
き
た

実
態
な
ど
を
伝
え
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
支
え
て
欲
し
い
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
Ｊ
Ａ
全
中
・
総
務
企
画
部

の
一
箭
（
い
ち
や
）
次
長
は
、「
厚
生

連
病
院
の
課
題
は
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
し
っ
か
り
と
検
討
し
ま
す
」
と
回

答
さ
れ
ま
し
た
。

２つの重点要求解決へ

新型コロナにも手厚く給付新型コロナにも手厚く給付新型コロナにも手厚く給付
セット共済型上げがおすすめ

神厚労
検査室パワハラ問題

医労連
共済

政府・自治体が医療機関に対して必要な公的補償を早急かつ具体的に行え
るように諸制度・政策を整えること。
①コロナ支援だけでなく、減収補填などを行うこと。緊急包括支援金のス
ムーズな執行及び拡大。②災害や感染症対応が可能な余裕のある体制で病院
運営が成り立つような診療報酬制度の確立。③公的医療機関に対して、普通
交付税や特別交付税の増額や特別交付税の10割給付（現行8割）の復活、
交付要件の見直し。

◆Ｑ＆Ａで学ぶ労働基準法は、
　紙面の都合でお休み致します。

（要請内容・概要）

 入院 1万円 入院 1万円1千円
 休業 5千円 休業 5千円
 死亡 100万円 死亡 200万円

 後遺 100万～ 後遺 200万～
 障害 4万円 障害 8万円

表１
「セット７型＋医療16口」の給付例

※休業は連続５日以上

病気・ケガ  新型コロナ

表２
セット7型と1型での生命共済口数で大きく給付が変わる

 生命共済事故入院給付 １万３千円 26万円
 医療共済休業給付 ４万円 ４万円
 医療共済入院給付 13万円 13万円
 計 18万３千円 43万円

新型コロナによる入院13日・休業8日の場合

セット7型＋
医療16口

セット１型＋
医療10口

（3） 2021年４月20日 第489号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年４月20日 第489号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月
号
の
答
え
は
「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」
で
、

当
選
倍
率
は
２
・
７
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
１５
名
当
選
）
で
し
た
。

　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
不
可
能
と
言
わ

れ
る
巨
大
岩
エ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ン
に
挑
戦
す

る
二
人
の
ク
ラ
イ
マ

ー
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
「
ド
ー
ン
ウ
ォ
ー

ル
」
を
観
ま
し
た
。

ほ
ん
の
少
し
の
溝
に

指
先
を
突
き
立
て
９

０
０ｍ
の
壁
に
挑
戦
す

る
姿
は
、
ま
さ
し
く

「
手
さ
ぐ
り
」。
登
り

続
け
る
諦
め
な
い
気

持
ち
が
シ
ン
プ
ル
に一

番
難
し
い
と
分
か
り
ま
す
。
大
き

な
困
難
の
壁
を
全
員
で
登
っ
て
い

る
今
、途
方
に
暮
れ
て
い
る
人
（
私

含
め
）
は
、
こ
の
映
画
で
ド
で
か

い
壁
を
乗
り
越
え
る
人
間
を
観
ま

し
ょ
う
。
き
っ
と
熱
い
気
持
ち
が

灯
る
と
思
い
ま
す
。
圧
巻
の
自
然

も
見
れ
て
良
い
で
す
よ
。   （
Ｋ
Ｔ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　コロナ禍の中、帰国者・接触者外来や
PCR検査の応援などで日々奮闘しているキ
ュートな笑顔の馬渕こずえ中央副執行委員長
を紹介いたします。札幌厚生病院オペ室看護
科長として、業務改善やコスト削減などを管
理者として取り組む一方、北厚労看護委員長
として看護職の働き方・課題・今後の方向性
を過去のデータ分析などを行い、コロナ禍だ
からこそWEBを活用した拡大看護委員会を
総合病院と一般病院に分けて複数回開催する
など新たな取り組みを始めています。昨年予定していたビジネスクラ
スでのハワイ旅行に早く行けるようになるといいですね。

　愛知県の最南端に位置し海
に囲まれた風光明媚な渥美半
島にあるJA愛知厚生連渥美病
院で手術室看護師として働い
ています。
　今年度より支部の書記次長
に就任し、初めての貴重な経
験をさせていただいています。
その中で労働組合の存在意義

を実感しているところです。これまで自分が組合の活動によって守ら
れた職場で安心して働けていたことにも気づきました。
　今後は組合員の皆様に「組合があって良かった」と思ってもらえる
よう、微力ながら精一杯頑張っていきます。視野を広げ、そして、人
と人との繋がりを大切に活動していきたいと考えています。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第162回は北海道と愛知にお願
いしました。

頑張る仲間

北海道　馬渕こずえさん

愛知　神藤みどりさん

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
医
療
者
の
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
。ま
だ
完
全
に
解
明

さ
れ
て
い
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

は
不
安
で
す
が
、周
り
に
感
染
さ
せ
な

い
、自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
に
も
、接

種
し
た
い
と
思
い
ま
す
。一
日
で
も
早
く

感
染
が
終
息
す
る
の
を
願
う
ば
か
り
で

す
。                                 
（
長
野
）

―
―
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
不
安
は
あ
っ
て

当
然
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
今
回
不

安
な
気
持
ち
が
強
く
、見
送
り
ま
し

た
。医
療
従
事
者
に
対
し
実
験
の
よ

う
な
接
種
と
な
っ
た
今
回
の
事
例
は

よ
か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の
か
誰
も

わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。早
期
に

全
国
民
に
対
し
P
C
R
検
査
を
行

う
方
が
早
期
終
息
に
繋
が
っ
た
の
で

は
と
思
う
ば
か
り
で
す
。（
Ｋ
Ｕ
）

　
コ
ロ
ナ
と
の
長
い
闘
い
が
続
き
ま
す

ね
。そ
ん
な
中
で
、患
者
さ
ん
か
ら
の
言

葉
で
悲
し
く
な
っ
た
り
、励
ま
さ
れ
た

り
。ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
関
し
て
強
い

言
葉
で
お
叱
り
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。一
方
で
、よ
く
頑
張
っ
た
ね
、外

来
診
療
が
再
開
で
き
て
良
か
っ
た
よ
ね

と
言
っ
て
い
た
だ
け
て
心
か
ら
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。患
者
さ
ん
の
ど
ん
な
言

葉
も
、真
摯
に
受
け
と
め
て
い
き
た
い

で
す
。                             

（
北
海
道
）

―
―
気
持
ち
メ
ッ
チ
ャ
わ
か
る
！
頑
張
っ

た
な
ぁ
ー
。自
分
へ
ご
褒
美
し
た
か

ー
？
お
す
す
め
は
ア
イ
ス
の
ピ
ノ
！

あ
な
た
も
大
事
だ
か
ら
な
。（
Ｈ
Ｔ
）

　
年
末
一
時
金
は
、敢
闘
手
当
と
し
て

付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。去

年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
職
員
全
員
が

頑
張
っ
た
成
果
と
今
後
も
引
き
続
き
感

染
予
防
に
気
を
引
き
締
め
て
と
言
う
思

い
を
感
じ
ま
し
た
。先
は
ま
だ
ま
だ
長

い
で
す
が
、全
厚
労
の
皆
さ
ん
、共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。                   

（
富
山
）

―
―
年
末一時
金
の
支
給
は
職
員
に
と
っ

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍

が
続
い
て
い
ま
す
が
、み
ん
な
で
共

に
頑
張
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。頑
張
ろ
う
!
頑
張
ろ
う
!!
頑

張
ろ
う
!!!　

                 （
Ｏ
Ｇ
）

　
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

ア
マ
ビ
エ
で
コ
ロ
ナ
退
散
の
ワ
ッ
ペ
ン

の
デ
ザ
イ
ン
が
と
っ
て
も
可
愛
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。「
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
」

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、お
身
体
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。私

も
医
師
と
し
て
患
者
様
の
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。                          

（
北
海
道
）

―
―
デ
ザ
イ
ン
担
当
致
し
ま
し
た
。厚
生

連
職
員
の
安
全
と
健
康
を
願
う
あ

ま
り
ア
マ
ビ
エ
を
描
い
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、褒
め
て
い
た
だ
き
大
変
嬉

し
い
で
す
！　
　

            （
Ｋ
Ｔ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆２月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　２月号で一番興味があった面は？ 
１面22票、次いで２面5票、３面４票、４面3票でした。テレビカ
メラやマイクの写った報道写真が印象的な秋厚労の公的支援を求
める要請記事と、コロナ予算に対しての１面がダントツでした。
質問２　新型コロナのワクチンについて
「接種したい」が19票、「接種したくない」が７票、「悩んでいる・
検討中」が８票となりました。ワクチンについては、「副作用が心配」
「もう少しデータが集まってからの接種を望む」「他の人の意見も
聞きたい」といった読者コメントも沢山いただきました。

質問１　４月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　コロナ禍での休日の過ごし方は？
　　　　Ａ＝ショッピング（ネット含）　
　　　　Ｂ＝テレビ・映画・ドラマ鑑賞
　　　　Ｃ＝家事　Ｄ＝睡眠・のんびり
その他のご回答は意見要望欄にご記入ください

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。

（4）2021年４月20日 第489号全 厚 労 ニ ュ ー ス


